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お元気ですか？
■ 今年も残すところ１ヶ月余りとなりましたが、

皆様如何お過ごしでしょうか？

コロナ禍は歯止めが掛からず感染拡大が続いてい

ます。GoToトラベルが開始されて以降、全国各地の
感染状況は悪化するばかりです。

県内の感染状況は小康状態を保っていますが、全

国の感染状況を見ると不安が募ります。

古窯跡見学と有田八十八ヶ所札所巡りは屋外での

活動なので希望者のみで行っていますが、体調を最

優先に無理のない範囲でご参加下さい。

■ 第 5回目の古窯跡見学は 11月 26日、中樽・上
幸平・大樽地区を回りました。

小樽 1・ 2号窯跡、山小屋窯跡、舞々谷窯跡、中
樽窯跡、前登窯跡、西登窯跡、大樽窯跡の８ヶ所。

古窯跡は個人の所有地になっているところもあ

り、見学には地主の許可が必要です。

大串・吉永両氏の案内で、坂井、井手、馬場、栗

山、鶴兄、前田が参加し総勢 8名の活動でした。
次回は幸平・白川地区を見学予定です。

※12月 20日頃を予定していますが、日程が決まり
次第メールでお知らせします。

本年度の会報発行が近づいて来ましたが、原稿の

準備は進んでいますでしょうか？ テーマなしの

自由投稿ですので気軽に準備をお願い致します。

コロナ禍で思いもよらない一年

となりましたが、出来るだけ多く

の投稿を頂き、思い出に残る会報

になることを期待しています。

原稿お待ちしていま～す(^^♪

■ 旧田代家西洋館（有田異人館）は、国の重要文化

財として格上げ指定を受けたにもかかわらず土日祝

日の開館中は来館者が少なく寂しい限りです。

秋の陶磁器まつりの期間中、旧田代家西洋館にて有

田陶芸協会と華道連盟のコラボによる「花と器」の展

示会が開催され、西洋館は華やかな雰囲気になりまし

た。皆様ご覧になられましたでしょうか？

コロナ禍の中での開催にも拘わらず多くの来館で

賑わいました。


